
車線運用の変更

【参考】現在の車線運用▼

平成24年3月14日（水） 午後3時変更日 ※雨天等により工事時期が変更（順延）
　になる可能性があります。

車線運用区間を走行する際の注意点は裏面をご覧下さい。

3車線区間　約1.2km

変更箇所
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【本件に関するお問合せ】



車線運用区間を走行する際の注意点

なぜこの車線運用をするの？ 車線運用の目的と期待する効果
1.渋滞を起きにくくします

車間距離をつめ過ぎない

1.3km
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　混雑してくると、少しでも速く走ろう
と追越車線に車が集中します。その影響
で車間が縮まり、そのまま上り坂やサグ
に差し掛かると、追越車線から先に渋滞
が発生しやすくなります。
　また、渋滞中における必要以上の車線
変更は更なる渋滞の悪化を招きます。

　交通量が多くなり混雑してくると、少しでも速く走ろうと
追越車線に車が集中し、それが渋滞発生の要因の一つとなって
います。
　今回の車線運用の目的は渋滞発生の抑制を図るものであり、
従来登坂車線としてご利用いただいていた車線を走行車線と
して運用（表図参照）することで、追越車線に車が集中しない
ようにするための車線運用です。

車線変更は控えめに！
合流後の車線変更は渋滞、
事故の原因となりますので
キープレフト走行にご協力
をお願いします。

合流は交互に！
3車線区間終端部では、
お互いにゆずり合って合流
してください。

この先合流！
この標識が見えたら右側
車線への合流の準備をして
ください。

　渋滞が起きにくくなることにより渋滞している時間・距離が
短くなり、渋滞に巻き込まれる車が少なくなります。

　渋滞が少なくなると、渋滞中の事故の減少、またCO2排出
量の削減など、さまざまな相乗効果が期待できます。


